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 今年の冬は例年にない寒さ、そんな中でも、毎朝元気いっぱいグランドゴルフの練習をしているグループ

があります。夏季は、午前５時半、冬季は午前６時がゲームスタートです。夜明けと共に始まる早朝練習をす

るのは、淡路市一宮グランドゴルフ協会の面々。悪天候の日以外は毎日練習をしています。平日でほぼ４０

名、土･日曜日は６０名位が集まります。登録会員は現在１０９名で、年齢も６０才前後～最高齢は９２才の方

まで。この協会は震災復興づくり委員会が、心のケア、健康づくり、地域住民づくり、人間関係を豊かにする

ことを目的に平成１０年に発足しました。 

 恵まれているのは、何といっても多賀の浜海水浴場 

に隣接する８０００㎡の芝生の専用グランドゴルフ場が 

使用できることです。冬場（１月～３月）は海からの風が 

強いので、淡路高校一宮校のグランドで練習をしてい 

ます。（写真） 

  取材をお願いした朝も気温が３度でした。それでも 

皆さんは白い息を吐きながら、「こうして集まるから楽

しく元気でいられるんですよ！」と、笑顔を見せてく

れました。                取材 松田節子 

９２才の潮崎松枝さん（郡家）毎朝、元気にプレイボール → 

皆さん、いつでもご利用できますので、お越しください。 

淡路市一宮グランドゴルフ協会 代表  伊藤 勇次さん 

               ☎０７９９-８５-０３６７ 
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 すごく冷たい朝でした。 幼稚園に子どもを送っていくと、

先生の「走るよぉ」という張りのある声が響いてきて・・・、すると、子ど

もたちが「待ってました」とばかりに元気に園庭に飛び出してきまし

た。その光景に触発されて母親の私も「寒さなんかに・・負っけるも

んかぁ」と思わず背筋をシャン。         

耐寒マラソン 南あわじ市内の小学校で！ 

  こんな真冬に裸にまわしだけ！（驚） 

  三原相撲道場の子どもたちは、極寒の道場でも

元気いっぱい。子どもたちがしこふみを始めてしばら

くすると体には、はやくもうっすら汗が。ぶつかりげい

こが始まるころには、こどもたちの熱気と気合いで湯

気があがってきそうです。体が冷えないようにてっぽう

（丸太をたたく）・すり足の練習・縄跳び・筋トレなどで

子どもたちは常に体を動かしています。寒く厳しい練

習をしながらも子どもたちの顔はいきいきとして、どの

子も楽しそうです。道場のお母さん方に尋ねると「相

撲を始めて根性と礼儀が身についた。アトピーなどの

症状がやわらいだ。体がやわらかくなった」等、喜び

の声がいっぱいでした。          

  六年生の高田巧君は「相撲を始めてから心も体も

強くなりました。色々な

人に会えたり、教えても

らったり楽しいです」と、

言っていました。この道

場から全国大会に出た

ちびっこ力士がこれま

で数名いるそうです

（強）近い将来、三原道

場から横綱が出たら嬉

しいですね。興味のあ

る方はぜひ道場をのぞいてみてください。 

 元気なちびっ子力士を見たら心が熱くなれますよ。

（ちゃんこ鍋のいいにおいがしている日だったらラッ

キー！） 

 三原相撲道場 

（三原中学校 

  武道館一階） 

 

 

練習日は火・木・土の六時から八時

半ぐらいまで。 

取材：川原雅代 

写真撮影：曽根佑起 
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寒さに負けず、頑張ろう！！･･三熊山登山会 

 三熊山登山会の方々と、あたりがまだ真っ暗な中、フクロウの鳴き声を聞きながら、懐中電灯を頼りに洲

本城を目指し三熊山登山に挑戦しました。登頂後はみんなでラジオ体操し、その後はグランドゴルフを楽し

む方々もいます。三熊山登山会は、会員６２名、最高齢は９６歳の方で平均年齢は７０歳を軽く超えている

そうですが、自分の好きな時間に三熊山に登り、頂上に置かれている『登山記』に名前と時刻を記帳してく

るというシステムで、朝が一番人数が集まるのだそうです。よほどの悪天候でない限りほぼ毎日行われ、祝

日には国旗の掲揚も行い、グランドゴルフのあとは、みんなであたたかい物を頂きながらの楽しい時間も！ 

 「我々は三熊山に登ることによって健康という幸運をいただいている」と、後藤会長（８５歳）はとても素敵な

笑顔で話してくれました。 

 寒い寒い朝でしたが、心も体もお腹まで温かくなって帰ってきました。           取材：和田和子 

 朝７時、まだ肌寒い中でもすで

に６人のメンバーがプレー中でし

た。会員は10名、90才をすぎた
方が３～4人おられ、平均年令も
83才位だとお聞きして驚き！「皆
さん、若いです」 

 寒さの中でも、和気あいあい

で、プレーを楽しんでおられ、身

をちぢめて取材をしていた私が恥

ずかしくなりました。一緒に温か

いお茶をいただきながら、お話を

伺っていると元気が出てきて、パ

ワーを分けてもらった気分になり

ました。「寒いの寒いの飛んでい

けぇ～」   取材：西山満利子 

代表：長野みよしさん    ☎0799-72-2511 

 試合は、「えしまチーム」「みたらしチーム」で出ていましたが、現在

は人数が減ったので1チームにして出場しています。 

 現在、会員募集中！年齢制限はありません。試合は年間10回程

度です。練習は、木･日曜日以外の午前8時30分～10時30分まで。 
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生活創造グループを紹介しま～す・からだをあたためるメニユー 

 身近な食材であったかい粕汁（かすじる）をつくって    

 みましょう！ 

 

【材料（４人分）】         

・豚肉     ８０㌘      

･大根    １００㌘  

･人参     ３０㌘ 

・里芋       ６０㌘ 

･こんにゃく  ３０㌘ 

･酒粕     ３０㌘ 

･だし汁    2カップ 

･牛乳    １５０㏄ 

･味噌 大さじ1/3 

･ねぎ     少量 

【作り方】 

①豚肉、里芋は一口大に切る。 

②大根、人参、こんにゃく、は短冊 

  に切る。 

③酒粕は細かくきざむ。 

④だし汁と材料を煮込む。 

⑤味噌を牛乳でといて、④に加え、  

 わんに入れてきざみねぎを散らす。 

★
人
生
は
８０

か
ら
！

  当グループの創設者で、昨年まで代表を

務められていた、淡路市江井の山本積徳（や

まもとつものり）さんとの出会いは、淡路生活

創造情報プラザ(淡路文化会館）のコーディ
ネーターの紹介によるものでした。 

  山本さんと話してみると、私が常々作りた

いと思っていた手品グループの「目的」と「理

想とする姿」が似ており、逢うごとにその共有

する部分が広がっていきました。今では、島

内の手品やマジックの愛好者で個々に活動

していた方々、9名の顔合わせが出来、生活
創造情報プラザで活動しております。 

 グループは、50才台～90才台と幅広い年齢層

ですが、それぞれが明るくユニークです。昨年

末、山本さんより代表を受け継ぎましたが、｢人生

は80から！」を合言葉に和気あいあいの仲間で

す。私たちは本当の素人集団ですが、「マジック

さん」の手品を見てくださる老若男女に笑いを誘

い、ちょっぴり元気の源となり「生きる幸福」を感じ

てもらえれば嬉しく思います。 

 「マジックさん」は、誰でも出来る手品の技を1人

からでも複数でもアドバイスいたします。また、マ

ジックの出前も受け承っておりますので、ご連絡

をお待ちしております。 

 代表：南あわじ市 西村久晴さん ☎0799-42-6067 

 1/23 ＡＢＣテレビの早朝番組に出演しました。 

連絡先：坂本和子 

☎ 090-2062-1224 
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    ・子育てリレーメッセージ・生活創造応援隊募集 

 子育てに夢をもっているお父さん、 

お母さんが登場！ 南あわじ市 市  松本由香さん 

 
  ８歳の息子と５歳の娘がいます。夜泣き、お

むつ、離乳食、断乳、抱っこ・・・などなど、数

年前は「しんどいなあ。早く大きくなってほしい

なあ。自分の時間が欲しいなあ。」と強く思っ

たこともありましたが、今となっては、２度と帰ら

ないその時をもっとゆっくり楽しんでおけばよ

かったかなとさえ思います。 

  保育所や学校に行き始め、新たな悩みや心配も出てきますが、今度こそ後悔しないよう、“今”

を家族で楽しもうと思っています。親子一緒に出来ることが増え、楽しみも倍増ですしね。夜は毎

日、おじいちゃん、おばあちゃんを巻き込んでのカード大会。ウノやトランプやかるたで盛り上がっ

ていす。負けると大泣きしたりカードを投げることも！それも、また、楽しい成長の一コマだと見

守っています。  

 冬休みは、スキーに挑戦！ 

５歳の娘も滑れるようになり、 

念願の４人でスキーが実現！！ 

生活創造応援隊の皆さんには、  

生活創造活動コーディネーターとともにつぎのよ

うな活動を応援していただきます 

①月刊「生活創造しんぶん＝ポケットあわじ」の 

 発行に関すること 

 ・企画・編集会議への出席 ・地域の情報の取  

   材活動・情報提供 ・印刷作業・お住まいの 

  地域各所への配布 

②生活創造情報プラザ等で開催する生活創造活動  

  グループ交流会の企画・運営 

③その他「淡路生活創造情報プラザ」の運営に関 

  すること 

【募集対象】淡路地域に在住し、生活創造活

動に興味と熱意のある方。地域の情報いっぱ

いの「生活創造しんぶん」の作成に関心と興

味のある方 

【募集】洲本市（２名）、五色町（１名） 

 淡路市東浦地域（2名）、淡路市一宮地域 
（１名）、南あわじ市緑地域（１名）、 

 南あわじ市西淡地域（２名） 

問合せ･申し込先 
県立淡路文化会館 〒656-1521 淡路市多賀600 
ＴＥＬ ０７９９-８５-１３９１ 
 E-mail：awaji-ch@theia.ocn.ne.jp 

＝江井県民交流広場に集まろう！＝ 参加希望の方は ☎0799-85-1391 文化会館まで 

★2月19日（日）10:00～  淡路市江井 江井コミュニティセンター 

食育のお話・・「いまどきの子どもが食するものは･･･？！」 栄養士 川口睦子さん 

生活創造活動グループ交流会  手品・南京玉すだれ・よさこい踊り・手作り紙芝居など 

 
試食もあるよ！ 



 

 

ポケットあわじvol.４５ 200６年２月号 

Page ６ 淡路文化会館･生活科学センターからのお知らせ 



 

 

ポケットあわじvol.４５ 200６年２月号 

Page ７ 淡路の文化活動･イベント情報 



 

 

ポケットあわじvol.４５ 200６年２月号 

Page ８ 淡路の文化活動･イベント情報 Page ８ 淡路の文化活動･イベント情報 

「ポケットあわじは」どこで手に入るの？・・・淡路島内各市町の庁舎・役場、公民館、ホール、商業施設などで無料

配布されています。また、ホームページでもご覧になれます。  http://www7.ocn.ne.jp/~awaji-ch/index.htm 

ポケットあわじでは、皆さまからのお便り、まちの情報

をお待ちしています。 下記までお気軽に！ 

（発行）淡路生活創造応援隊 

県立淡路文化会館・県立淡路生活科学センター      

  〒656-1521 淡路市多賀600  

             TEL0799-85-1391 

         FAX0799-85-0400 

 E-mail：awaji-ch@theia.ocn.ne.jp 

 二十四節気の一つ、立春も間近ですが、本当の寒

さはまだまだこれから！寒さに弱く冷え性の私が、冬

を無事越すためにソックスの重ね履きを5ヶ月間続け   

     過度の暖房には気をつけています。 例年手荒れが 

     ひどいのですが、今年はツルツル。これって私だけ？ 

                         応援隊：いしだっち                          


